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研究ノート

戦前の在米日本人移民コミュニティにおける横浜
正金銀行の役割とそのアーカイブ・プロジェクト

佃 　 陽 子

はじめに

　現在の三菱 UFJ銀行の前身にあたる、横浜正金銀行は 1880（明治 13）
年に設立され、日本政府による出資と監督保護のもと、戦前には世界の
三大外国為替銀行の一つに成長し、日本帝国の政治・経済・軍事の拡張
に非常に大きな役割を果たした。欧米各国の主要都市や満洲、朝鮮など
の日本の東アジア植民地に設けられた正金銀行の海外支店や出張所は日
本の貿易と国際金融の発展に不可欠な存在であったが、アメリカ西海岸
やハワイでは日米貿易だけでなく在米日本人移民の預金や郷里への送
金に重要な役割を担った。地理学者の矢ケ﨑典隆によれば、1880年の
ニューヨークに次いで 1886年に開設されたサンフランシスコ出張所は、
1885年に始まった日本政府とハワイ王国の間の官約移民の送金を主な
目的としていた 1。日本人移民社会がハワイからアメリカ西海岸に広がっ
ていくにつれ、1892年にハワイ出張所が開設（1900年に支店に昇格）
され、1900年に支店に昇格したサンフランシスコの分店が 1913年にロ
サンゼルスに設けられ、1917年にはシアトル出張所も開設された 2。在
米日本人移民の郷里への送金額は 1929年ではアメリカ本土から 1500万
円にのぼり、ハワイを含めるとアメリカからの送金は海外からの送金総
額の 4分の 3であったという 3。また、正金銀行全体の普通預金におい
て在米日本人移民の預金額は相当な割合を占めており、経済学者の山崎
弘明の試算によれば、サンフランシスコ、ロサンゼルス、ハワイの三店
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だけで定期預金総額は１億円近くあり、それは本店の定期預金額の 6割
以上、正金銀行全体の 3割以上であったとされる 4。
　戦前に排斥の対象になった日本人移民がアメリカの銀行から融資を受
けることは極めて困難だったが、外国為替銀行であった正金銀行も移民
への貸付は限定的で、移民との主な関わりは預金と送金であったことか
ら、正金銀行が戦前の在米日本人社会の金融に果たした役割は大きくな
かったと矢ケ﨑は述べる 5。日本人移民がアメリカで設立した日系銀行
はどこも経営が不安定で破綻が多かったため、移民たちは同郷者の信頼
関係にもとづく伝統的な頼母子講や、非制度的な信用貯蓄組合、ディー
ラークレジットによってしばしば事業資金を融通した 6。1941年の日米
開戦でアメリカにおける正金銀行の支店・出張所の資料は FBIがすべて
接収した。戦後 GHQによって正金銀行が解体され、後に東京銀行となっ
てからも、その資料の公開は極めて限定的であったことから、戦前、特
に 1930年代の正金銀行と在米日本人移民の関係についての研究は十分
になされてこなかった 7。

日米史料館・岡コレクションのデジタルアーカイブ・プロジェクト

　本稿では、FBIによって接収された横浜正金銀行サンフランシスコ支
店の史料を所蔵する日米史料館（Japanese American History Archives）岡
コレクションのデジタルアーカイブ・プロジェクトについて紹介する。
日米史料館・岡コレクションは現在、サンフランシスコ日本町にある
非営利団体、北加日本文化コミュニティセンター（Japanese Cultural and 

Community Center of Northern California,以下 JCCCNC）によって管理さ
れている。日米史料館は、1910年代に日本人移民の両親のもと、サンフ
ランシスコで生まれ育った帰米二世の岡省三氏によって作られた。岡は
12歳で両親とともに日本に行き、東京の大学で英語と法律を学び、卒
業後に銀行員となった。戦後の 1948年にアメリカに戻った岡は、1957

年に当時の東京銀行サンフランシスコ支店に勤め始めた 8。日米両方の
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言語に堪能な帰米二世の岡は、1952年サンフランシスコ講和条約が公
布された頃から、日本人移民に関する史料の収集を始めた。東京銀行サ
ンフランシスコ支店は 1975年にカリフォルニア第一銀行に改称された
が、銀行のプロジェクトとして 1977年に日米史料室（Japanese American 

History Room）が設立された 9。副頭取だった岡が 1986年に銀行を退職
すると、第一銀行は史料室の史料をすべて JCCCNCに寄付し、日米史料
室は日米史料館に改称された。
　日米史料館の所蔵資料には、1880年代半ばから 1950年頃までの日本
人移民社会を知るために残された数少ない貴重な史料が一万点以上あ
る。というのも、日米開戦となり、その後西海岸に住むすべての日本
人・日系人に対する強制退去・強制収容が行われた際に、多くの日本人
は日本のスパイと疑われないように日本に関連する多くの資料を処分し
てしまったからである。その史料には、戦前および強制収容所で一世が
残した日記などの個人的な記録や、一世画家の小圃千浦やヒサコ・ヒビ
の絵画、サンフランシスコ講和会議の際に当時のディーン・アチソン米
国国務長官が使用した机などが含まれている 10。1988年の市民自由法の
制定により、戦中の日系人強制収容に対する公式な謝罪と補償がアメリ
カ政府からなされた後、戦中に FBIが没収した横浜正金銀行の資料の多
くが日米史料館に返還された。岡が 2004年に他界した後、日米史料館
の史料は JCCCNCが管理してきたが、現在の日系コミュニティを主導す
る三世・四世のほとんどは日本語が読めないこともあり、史料館は閉鎖
され、史料の保存は適切といえない状態が長く続いた。
　2019年、JCCCNCは日米史料館を正式に「日米史料館・岡コレク
ション」と改称し、資料の適切な保存に乗り出した 11。JCCCNCはス
タンフォード大学フーヴァー研究所ジャパニーズ・ディアスポラ・イ
ニシアチブ（Japanese Diaspora Initiative, JDI）の上田薫氏と協力し、
2022年にアメリカ国立公文書記録管理局（National Archives and Records 

Administration, NARA）の歴史的出版物・記録委員会（National Historic 

Publications and Records Committee）より助成金を得て、日米史料館の所
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蔵する横浜正金銀行の史料を中心に、デジタルアーカイブを制作するプ
ロジェクトを開始した 12。筆者はこのプロジェクトにアカデミックアド
バイザーとして関わっており、2022年に JCCCNCを訪問し、日米の研
究者やサンフランシスコの日系コミュニティの人々とともに、岡コレク
ションの横浜正金銀行史料の整理を行っている。

コミュニティと研究者の関係性

　岡コレクションの本格的な史料整理はまだ始まったばかりだが、横
浜正金銀行関連史料も含め、その中に多く含まれると思われる 1930年
代から日米開戦までの史料は、日系アメリカ人研究においては「空白の
1930年代」を埋める貴重なものであると考えられる。日系アメリカ人に
ついての研究は、アメリカでは 1960年代に公民権運動の中で生まれた
エスニック・スタディーズにおけるアジア系アメリカ研究として発展し、
1924年の「排日移民法」をクライマックスとする日本人移民の排斥の歴
史と、第二次世界大戦の経験に集中してきた。日本においては、移民の
出身地に焦点をあてた出移民研究があった一方で、アメリカのエスニッ
ク・スタディーズを輸入する形で日系移民のアメリカ社会への定着と同
化が研究されていくが、やはり 1930年代についてはぽっかりと空白が
あった 13。
　1930年代の在米日本人移民社会を語ることが困難だったのは、戦争に
よって史料が処分されてしまっただけでなく、それが長らくタブーとさ
れてきたからである 14。1930年代は日本が東アジアへの植民地拡大と侵
攻をすすめ、アメリカでも日本に対する批判が高まる中、在米日本人移
民は難しい立場に立たされた。当時、白人ではないという理由でアメリ
カへの帰化を認められず、1924年以降アメリカへの移住を禁じられた
在米日本人が公式に頼ることができるのは日本政府しかなかった。満洲
事変や盧溝橋事件の後には多額の献金などの愛国的運動が在米日本人コ
ミュニティの間で加熱したが 15、一方で、アメリカ国籍を持つ二世の子
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供たちが成長していく中、アメリカへの忠誠心もまた重要とされた 16。
1930年代の移民一世の日本への愛国主義は、戦中の強制収容に対する補
償を求めた 1970年代のリドレス運動にとって不利になると思われたこ
とから、戦後、一世は沈黙し、1988年に補償と謝罪が成立するまでこれ
に関する研究の公表も控えられた 17。日系アメリカ人史のパイオニアで
あるユウジ・イチオカも、自身の研究がリドレス反対派に政治利用され
ることを危惧し、1930年代の日系コミュニティおよび一世の忠誠心にか
かわる研究の発表を控えていた 18。1990年代以降、戦前の在米日本人コ
ミュニティに関する研究が、日本語の史料を用いた日本の研究者によっ
て数多く発表された一方で、アメリカの研究者による研究は二世以降に
着目したものが多かった 19。これはイチオカのように日本語に堪能なア
メリカの研究者は例外的であり、アメリカの研究の大半は英語で書かれ
た資料のみにもとづいているためである。
　すでに補償も実現し、政治的タブーもなくなった今日、JCCCNCが主
導するアーカイブ・プロジェクトはどのような貢献を果たすことができ
るだろうか。ここで重要なのが、このプロジェクトの目指すところがコ
ミュニティアーカイブであるという点である。JCCCNCはスタンフォー
ド大学フーヴァー研究所の上田氏の支援を得ているものの、岡コレク
ションの貴重な史料を大学のアーカイブに寄贈するのではなく、コミュ
ニティに開かれたものとして、コミュニティが管理していくことを目指
している。日本人移民のアーカイブには、1960年代から日系市民協会
（Japanese American Citizens League, JACL）によって進められたカリフォ
ルニア大学ロサンゼルス校の日系アメリカ人研究プロジェクト（Japanese 

American Research Project, 以下 JARP）をはじめ、西海岸やハワイの大学
で多くのアーカイブがある 20。こうした大学のアーカイブは貴重な史料
を安定的に保存できる反面、自然と研究者のような専門家などにアクセ
スが限られ、結果として、三世や四世などの後世代を含むコミュニティ
の人々が、自分たちの祖先に関する史料にアクセスしにくくなってしま
う。JCCCNCは研究者だけではなく、コミュニティとつながり、コミュ
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ニティに還元するためのアーカイブを目指している。
　日系アメリカ人研究や移民研究に限らず、研究者が利用する史料の多
くはコミュニティから生み出されたものである。研究者はどのようにし
てコミュニティに貢献することができるだろうか。筆者は 2000年代は
じめにサンフランシスコ州立大学大学院のエスニック・スタディーズに
留学して以来、サンフランシスコ日本町の日系・日本人コミュニティに
深くかかわり、参与観察を通して、日本町の保存運動や、戦前の移民子
孫と戦後の新移民との関係などに関する研究を行ってきた。サンフラン
シスコ州立大学は、学生たちによる第三世界ストライキによって 1969

年にアメリカではじめてエスニック・スタディーズの講座を創設した。
その後エスニック・スタディーズは新しい学問分野としてアメリカ全土
に広がって発展をとげたが、そのはじまりにおいては、人種的マイノリ
ティが自らのルーツについて主体的に学び、研究するだけではなく、自
らのコミュニティへ奉仕し、発展させることを目的としていた 21。筆
者は修士課程修了後、日本に帰国し日本を拠点とするようになったが、
JCCCNCのプロジェクトは筆者が専門家としてコミュニティに「帰り」、
「恩返し」をする機会でもある。
　日系アメリカ人三世以降の大半が英語モノリンガルである現在、日本
語の史料を読むことのできる日本の移民研究者は、日米間の物理的距離
はあっても、現地の日系コミュニティに貢献できることは少なくない。
しかし、かつてユウジ・イチオカは、日本から調査にやってくる日本
人研究者の中には、現地コミュニティの貴重な日本語史料を日本に持ち
帰ってしまう者がおり、時に私蔵することで外部から史料にアクセスで
きなくなってしまうことを厳しく批判した 22。JARPコレクションの拡
充にも尽力し、一世に関する史料を収集していたイチオカは、「一世は
米国内で歴史を作ったのであり、その歴史の記録は我々［アメリカ人］
の歴史遺産の一部としてアメリカに残るべきものだ」と述べ、すべての
研究者が平等に史料にアクセスできるように公的な機関に所蔵すべきだ
と主張する 23。「日本人海外移民が近代日本史の不可分の側面であり海
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外日本人移民の社会を日本社会の延長だとみなす」日本人移民研究者に
対して、在米日本人移民一世の歴史をアメリカの歴史の一部としてみな
すアメリカの移民研究者との間には、埋めがたい考え方の溝があるとイ
チオカは指摘する 24。公民権運動を経験し、エスニック・スタディーズ
およびアジア系アメリカ人研究の創設に貢献したパイオニアとして、イ
チオカがこうした立場をとるのは当然であろう。だが、日本人移民とそ
の子孫の歴史を送り出した側の日本の歴史の一部とみなすのか、あるい
は受け入れ国の歴史の一部とみなすのかという、国民国家の歴史をめぐ
る対立は、近年の歴史に対するトランスナショナルなアプローチ、ある
いはグローバルヒストリーの発展が一つの答えとなるであろうし、日本
と受入国における研究者間が対話を続けることも重要である 25。
　一世に関する史料を物理的にどこでどうやって保存すべきなのかとい
う課題は、デジタルアーカイブというテクノロジーの発展が一つの回答
になる。インターネットを通じて、世界のどこにいてもアクセス可能
なデジタルアーカイブは、研究者のみならずコミュニティの多くの人に
開かれたものにすることができる。フーヴァー研究所のジャパニーズ・
ディアスポラ・イニシアチブによる邦字新聞デジタルコレクションはア
メリカだけでなく、南米や日本の旧植民地を含む世界各地で発行された
戦前の日本語新聞を収集、デジタル化し、キーワード検索も可能なデジ
タルアーカイブを公開している 26。岡コレクションのデジタルアーカイ
ブ・プロジェクトは、日米の研究者が現地コミュニティと協力して、貴
重な史料をデジタル化することによって、史料の長期的な保存を安定化
し、すべての人が平等にアクセスできるリソースを提供し、これまで空
白だった 1930年代の在米日本人コミュニティと横浜正金銀行の役割に
ついての研究の前進に寄与するものである。

おわりに

　JCCCNCによる日米史料館・岡コレクションのデジタルアーカイブ・
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プロジェクトは、国や言語を越えた日米の研究者の協力、研究者と現地
コミュニティの連携、デジタル化による史料の長期保存とアクセシビリ
ティの向上といった点で、従来の様々な課題に解決策を与えるものであ
る。しかし、このプロジェクトはまだ始まったばかりで、史料の整理か
ら分析を経ての研究成果の発表までには、時間も労力も必要とされ
る 27。また、これから史料を発掘するにあたって直面する課題もあるだ
ろう。たとえば、かつて補償運動への政治的影響を危惧した「1930年代
のタブー」があったように、発掘された歴史的事実が研究者にとっては
学術的に価値のあるものであったとしても、現在のコミュニティにとっ
て喜ばしい発見であるとは限らないかもしれない。第二次大戦中におけ
る忠誠心の問題をめぐるコミュニティの分断は、現代の日系アメリカ人
コミュニティにも少なからず影を落としており、1930年代の在米日本人
の日本に対する愛国運動をどのように解釈するかには注意が必要とされ
る 28。今後、アーカイブを利用する研究者がどのようにしてその研究成
果をコミュニティに還元するのか、どの言語で、どのようにして発表す
るのかも問われなければならないだろう。
　また、このプロジェクトがアメリカのナショナル・アーカイブスから
助成金を得ていることから、戦前の在米日本人移民の歴史はあくまでア
メリカの一エスニック・コミュニティの歴史として位置づけられており、
国家的な歴史観が前提とされている。逆に、日本で助成金を申請する場
合には、在外日系コミュニティは日本の歴史の一部として位置づけられ
ることになるだろう。こうした一国史的な歴史観をどのように乗り越え
ることができるのか、トランスナショナルな視点から移民コミュニティ
のアーカイブのあり方を考える必要がある。

本稿は、成城大学特別研究助成「サンフランシスコの岡省三コレクショ
ンの発掘とコミュニティ・アーカイブについての研究」（2022-2023年度）
の研究成果である。
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